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※４定額資金運用基金 4億6,730万円

※３特定目的基金 76億7,684万円

※２減債基金 35億3,456万円

※１財政調整基金 137億1,149万円

（億円）

自主
財
源
　
218億

2,910万
円（
58.4％）

依
存
財
源
　
15
5億
6,
52
7万
円（

41
.6％
）

市税総額
155億9,164万円
（100％）

市民税
64億620万円
（41.1％）

償却資産
44億3,796万円

（28.5％）

３．市税の内訳

鉱産税
10万円（0.0％）

軽自動車税
1億9,512万円

（1.2％）
市町村たばこ税
5億3,823万円

（3.5％）
個人

31億458万円
（19.9％）

家屋
24億1,073万円

（15.5％）

土地
15億6,497万円

（10.0％）

交付金
3,833万円

（0.2％）

法人
33億162万円

（21.2％）

固定資産税
84億5,199万円

（54.2％）

市税
155億9,164万円

（41.7％）
歳入合計

373億9,437万円
（100％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金
93万円（0.0％）２．収入の概況

交通安全対策特別交付金
720万円（0.0％）
利子割交付金
2,133万円（0.0％）
自動車取得税交付金
2,387万円（0.1％）
ゴルフ場利用税交付金
2,596万円（0.1％）
地方特例交付金
3,018万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金
7,065万円（0.2％）
配当割交付金
1億1,159万円（0.3％）
地方譲与税
3億2,355万円（0.9％）
地方消費税交付金
8億452万円（2.1％）
県支出金
20億5,181万円（5.5％）
市債
29億3,090万円（7.8％）
地方交付税
43億3,365万円（11.6％）
国庫支出金　
48億2,913万円（12.9％）

財産収入 　  　8,014万円（0.2％）
分担金及び負担金 　4億4,110万円（1.2％）
使用料及び手数料 　4億6,311万円（1.2％）

寄附金 　5億1,602万円（1.4％）
諸収入 　8億9,698万円（2.4％）
繰越金 11億849万円（3.0％）
繰入金　27億3,162万円（7.3％）

１．決算収支の概況
歳　入　総　額　　　　　A 373億9,437万円

歳　出　総　額　　　　　B 360億7,263万円

歳入歳出差引額（A－B）	C 　13億2,174万円

翌年度へ繰り越すべき財源D 　　5億7,107万円

実　質　収　支（C－D） 　　7億5,067万円

労働費 3,566万円（0.1％） 

▼

目
的
別
（
行
政
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
）

災害復旧費 6,150万円（0.2％） 
商工費 2億6,802万円（0.7％） 
議会費 3億2,869万円（0.9％） 
農林水産業費 7億9,888万円（2.2％） 
消防費 14億9,763万円（4.2％） 

土木費 22億7,531万円（6.3％） 

公債費 32億2,728万円（8.9％） 

衛生費 32億2,749万円（8.9％） 

諸支出金 34億2,761万円（9.5％） 

教育費 37億70万円（10.3％） 

総務費 66億7,059万円（18.5％） 

民生費 105億5,327万円（29.3％） 

▼

性
質
別
（
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し
た
も
の
）

維持補修費 2億1,219万円（0.6％） 
貸付金 5億9,000万円（1.6％） 
積立金 8億8,001万円（2.4％） 

補助費等 24億8,805万円（6.9％） 

繰出金 27億2,885万円（7.6％） 

物件費 48億692万円（13.3％）

※
投資的経費80億3,261万円（22.3％） 

※
義務的経費
163億3,400万円
（45.3％）

公債費 
32億2,728万円
（9.0％） 

扶助費 
61億169万円
（16.9％） 

人件費 
70億503万円
（19.4％） 

４．歳出の概況
　歳出合計　360億7,263万円

※投資的経費とは…大部分が公共事業にあたる「普通建設事業費」で施設整備
等に支出されます。次年度以降も支出の効果がある経費で
す。

※義務的経費とは…職員の給与などの「人件費」や生活保護などの「扶助費」、
地方債の元利償還費である「公債費」などで、支出が義務
付けられている経費です。

８．市債現在高の状況
一般会計市債現在高
（平成26年度末） 342億6,739万円

市民1人当たりの
市 債 の 残 高 451,999円

９．行政財産の状況
（平成27年３月31日現在）　

土　　　 地 1,898,090㎡

建物延面積合計
411,730㎡

木造建物
（延面積） 9,298㎡

非木造建物
（延面積） 402,432㎡

※１　財政調整基金………年度間の財源の不均衡を調整するための基金。
※２　減債基金……………公債費の償還を計画的に行うために設けられる基金。
※３　特定目的基金………特定の目的のために設けられる基金。
※４　定額資金運用基金…特定の目的のために定額の資金を運用するため設置

された基金。

６．市税負担の概況

市税総額
155億9,164万円

〔市民１人当たり〕

205,659円

〔１世帯当たり〕

516,143円

７．行政経費支出の概況

歳出総額
360億7,263万円

〔市民１人当たり〕

475,811円

〔１世帯当たり〕

1,194,142円

人口75,813人　世帯数30,208世帯　（平成27年３月31日現在）

５．投資的経費の内訳

総務費
36億3,786万円

（45.3％）

土木費
16億463万円
（20.0％）

教育費
12億1,946万円
（15.2％）

農林水産業費 
2億396万円（2.5％）

民生費
 1億8,353万円（2.3％）

災害復旧費 
6,150万円（0.8％）
商工費 918万円（0.1％）

議会費 773万円（0.1％）

衛生費 
5億3,526万円

（6.6％）

消防費
5億6,950万円

（7.1％）

総額
80億3,261万円
（100％）

平成26年度決算概況と
平成27年度財政事情のあらまし

財
政
事
情
の
公
表
に
あ
た
っ
て

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
決
算
概
況
に
つ
き
ま
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は
、
市
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皆
さ
ま
を
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係
各
方
面

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
生
活
環
境
に
係
る
事
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先
し
、
長
期
的
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で
の
予
算
の
編
成
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。
各
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計
の
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算
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況
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に
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ま
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も
、
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お
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お
り
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会
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は
、
議
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定
す
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こ
と
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っ
て
い
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本
市
の
財
政
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況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
税
に

お
い
て
法
人
市
民
税
で
景
気
の
回
復
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を
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て
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収
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、
新
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業
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加
え
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社
会
保
障

関
連
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少
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齢
化
を
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の
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直
化
を
示
す
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で
あ

る
経
常
収
支
比
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は
84
・
２
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と
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然
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し
て
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ど
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り
た
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阿
南
市
財
政
事
情
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
２

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
決
算
概
況
お

よ
び
平
成
27
年
度
予
算
に
係
る
財
政
事
情
を
こ
こ

に
公
表
し
ま
す
。

平
成
27
年
10
月
１
日

阿
南
市
長　

岩
浅　

嘉
仁

経
常
収
支
比
率

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
比
率
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
指
標
で
、
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
新
た
な
行
政
需

要
に
弾
力
的
に
対
応
で
き
、
財
政
構
造
に
弾
力
性
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
常
経
費

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
で
、
年
々
持
続
し
て

固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
を
い
い
ま
す
。

10.	基金の状況
（平成27年３月31日現在高）　
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「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下「財政健全化法」）第３条第１項および第22条第１項の
規定に基づき、「健全化判断比率」と、公営企業会計の「資金不足比率」を公表します。

１．健全化判断比率　　いずれの指標も国の定める基準内です。

指　　　　　　標 備　考 早期健全化
基準

財政再生
基準 説　　　　　　　明

実 質 赤 字 比 率 — △ 3.74%
（黒字）

※
12.47% 20.00%

一般会計等の実質赤字の標準財政規模に
対する比率です。
家計でいうと赤字額が年収に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。

連結実質赤字比率 — △ 10.69%
（黒字）

※
17.47% 30.00%

すべての会計の実質赤字の標準財政規模
に対する比率です。
上記の実質赤字比率を特別会計・公営企
業会計（水道・下水道等）を含めた全会
計に適用したものです。

実質公債費比率 7.0% 25.0% 35.0%

公債費および公債費に準じた経費の比重
を示す比率です。
年間の借金返済額が年収に対してどれぐ
らい占めているかを示したものです。市
に属する会計だけでなく一部事務組合等
に対する負担も含みます。

将 来 負 担 比 率 — △ 44.3%
（負担なし） 350.0%

地方債残高のほか一般会計等が将来負担
すべき実質的な負債を捉えた比率です。
将来見込まれる負債が年収の何年分にあ
たるかを示したものです。一部事務組合、
第三セクター等に対する負担や退職手当
負担なども含みます。

注）指標が「－」と表示されているのは、赤字比率等が負の数値（黒字等）となるためです。実際の数値は備考欄に表示しています。
注）指標が１つでも早期健全化基準以上になると財政健全化計画を、財政再生基準以上になると財政再生計画を策定する必要があります。
※早期健全化基準は、標準財政規模に応じて変動します。

２．資金不足比率　　各公営企業会計において、国の定める基準内です。
特別会計（公営企業会計）の名称 資金不足比率 経営健全化基準 説　　　　　　　明

阿南市水道事業会計 —

20.0%

公営企業の資金不足額の度合いを表す比
率です。
公営企業の赤字額（資金不足額）が料金
収入等の規模（事業規模）に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。

阿南市公共下水道事業会計 —

阿南市羽ノ浦農業集落排水事業会計 —

注）指標が「－」と表示されているのは、資金不足比率が０もしくは負の数値（黒字）となるためです。
注）資金不足比率が経営健全化基準以上になるとその会計ごとに経営健全化計画を策定する必要があります。

【標準財政規模】
地方公共団体の一般財源の標準規模を示すもので、標準税収入額等と普通交付税額、臨時財政対策債発行可能額の合計です。

【公営企業会計】
法適用企業に係る特別会計、および法非適用企業に係る特別会計の総称です。阿南市では水道事業、公共下水道事業、羽ノ浦農業
集落排水事業の３会計が該当し、原則として料金収入等により独立採算方式で経営を行うこととされています。

平成27年度　一般会計予算の執行状況 平成27年８月31日現在
歳　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出

区　　　　　分 予　算　額 収 入 済 額 区　　　　　分 予　算　額 支 出 済 額
市 税 144億6,670万円 73億3,393万円 議 会 費 3億4,491万円 1億6,525万円
地 方 譲 与 税 3億2,900万円 8,054万円 総 務 費 42億7,688万円 11億3,212万円
利 子 割 交 付 金 1,600万円 0 民 生 費 101億90万円 37億5,059万円
配 当 割 交 付 金 7,100万円 0 衛 生 費 36億3,157万円 7億7,177万円
株式等譲渡所得割交付金 7,600万円 0 労 働 費 2,730万円 1,073万円
地 方 消 費 税 交 付 金 11億2,900万円 2億4,806万円 農 林 水 産 業 費 8億9,122万円 1億4,856万円
ゴルフ場利用税交付金 2,800万円 0 商 工 費 4億2,894万円 1億6,572万円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 2,400万円 0 土 木 費 31億4,914万円 6億6,944万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 88万円 0 消 防 費 15億242万円 4億4,041万円
地 方 特 例 交 付 金 3,100万円 1,505万円 教 育 費 39億862万円 10億4,138万円
地 方 交 付 税 38億400万円 17億4,542万円 災 害 復 旧 費 2億3,537万円 1億576万円
交通安全対策特別交付金 950万円 0 公 債 費 31億3,463万円 5,044万円
分 担 金 及 び 負 担 金 4億3,635万円 1億3,334万円 諸 支 出 金 28億138万円 10億9,009万円
使 用 料 及 び 手 数 料 4億8,218万円 1億7,664万円 予 備 費 3,000万円 0
国 庫 支 出 金 50億610万円 14億2,503万円
県 支 出 金 22億1,717万円 7,249万円
財 産 収 入 773万円 2,066万円
寄 附 金 1万円 2億15万円
繰 入 金 18億4,194万円 0
繰 越 金 5億7,108万円 13億2,174万円
諸 収 入 7億8,544万円 6,500万円
市 債 31億3,020万円 0

合　　　　計 344億6,328万円 128億3,805万円 合　　　　計 344億6,328万円 95億4,226万円

特 別 会 計 の 概 況
平成26年度決算（見込）の状況

会　　計　　名
平成27年度予算の執行状況
（８月31日現在）

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額 歳　入　額 歳　出　額
1,369万円 1,626万円 △257万円 住宅新築資金等貸付事業特別会計 211万円 279万円

36万円 0 36万円 加茂谷財産区運営事業特別会計 36万円 0
164万円 0 164万円 伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 168万円 0

82億9,191万円 82億9,191万円 0 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 28億5,155万円 31億4,672万円
8,780万円 8,349万円 431万円 加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 2,610万円 2,917万円
1,391万円 1,391万円 0 伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 225万円 484万円

5億1,930万円 5億1,497万円 433万円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,126万円 9,002万円
77億9,987万円 76億3,525万円 1億6,462万円 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 31億9,156万円 25億5,027万円

923万円 432万円 491万円 伊島地区生活排水処理事業特別会計 610万円 76万円
3億7,831万円 3億7,250万円 581万円 学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 1億2,773万円 1億830万円

1,429万円 1,429万円 0 奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,386万円 366万円
3,192万円 2,901万円 291万円 春日野地域下水道事業特別会計 1,030万円 452万円

1億2,776万円 1億2,776万円 0 羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1,454万円 1,220万円
481万円 318万円 163万円 豊香野地区生活排水処理事業特別会計 259万円 84万円

9億877万円 8億9,042万円 1,835万円 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億2,088万円 1億8,033万円

水 道 事 業 会 計 の 概 況
平　成　26　年　度　決　算　の　状　況

予　定　額 収　入　額 比　率 予　定　額 支　出　額 比　率
収益的収入 15億6,154万円 14億8,597万円 95.2% 収益的支出 15億5,216万円 14億6,884万円 94.6%
資本的収入 3億725万円 1億4,998万円 48.8% 資本的支出 9億9,254万円 7億1,944万円 72.5%

平成26年度決算に基づく
健全化判断比率と資金不足比率を公表します
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人
口
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
今
後
も
医
療
費
の

増
加
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
費
を
有
効
に
使
う
た
め
に
、
日
頃
か
ら
上
手
な
受
診

と
健
康
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
、
公
費
や
現
役

世
代
の
支
援
金
と
と
も
に
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

・
急
病
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
時
間
外
や
休
日
の
受
診
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
の
か
け
も
ち
（
は
し
ご
受
診
・
重
複
受
診
）

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
て
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課
（
☎
22
ー
８
０
６
４
）
へ

　

平
成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
入
歳
出
総
額
は

82
億
９
１
９
１
万
円
（
対
前
年
度
比
０
・

16
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
期

に
わ
た
る
財
政
の
健
全
な
運
営
の
た
め
の

貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の
保
有
額
は
、

１
７
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
、
国
民

健
康
保
険
税
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

国
・
県
支
出
金
、
さ
ら
に
は
、
前
期
高
齢

者
や
退
職
被
保
険
者
の
医
療
費
等
に
応
じ

て
被
用
者
保
険
か
ら
交
付
さ
れ
る
前
期
高

齢
者
交
付
金
、
療
養
給
付
費
等
交
付
金
な

ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
阿
南
市
の
国
民

健
康
保
険
税
（
現
年
度
）
の
収
納
率
は
94
・

17
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
63
％
増

加
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
で
支
え
あ
っ
て
成
り
立
つ
制
度
で
あ

り
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
安

定
し
た
運
営
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
国
民
健
康

保
険
税
の
完
納
に
つ

い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

入院
48億2,822万円
（46.3％）

調剤
11億9,374万円
　　（11.4％）

入院外
35億4,336万円
（34.0％）

歯科　
3億7,512万円（3.6％）

食事療養費　
3億4,409万円（3.3％） 現金給付　7,817万円（0.8％）

訪問看護　6,594万円（0.6％）

合　計
104億2,864万円
（100％）

0 200 400 600 800 1000

0 20億 40億 60億 80億 100億

22年度 92億6,478万円

23年度 98億4,813万円

24年度 100億9,219万円

25年度 103億5,459万円

26年度 104億2,864万円

2000

4000

6000

8000

10000

12000

0

200000

400000

600000

800000

1000000

22年度 23年度 24年度 25年度
0

200,000

400,000

600,000

800,000

（円）
1,000,000

845,250 880,949
888,632 903,542

26年度

905,421

22年度 23年度 24年度
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11,179

11,357

25年度

11,460

26年度

11,518

120億
（円）

医　療　費 被保険者数 １人当たり費用額

平成26年度 歳入・歳出の主な割合

平成26年度 保健事業の実施状況等

１人当たり総医療費
（療養諸費費用額）
370,362円

（前年度比3,354円増）

１人当たり国保税
（現年度の調定額）
84,042円

（前年度比4,812円増）

被保険者数と世帯数（年度平均）

被保険者数 17,895人　
（前年度比434人減）

世　帯　数 10,430世帯
（前年度比121世帯増）

保険税収納額と保険給付費等の推移

22年度 23年度 24年度

単位：万円

100000.000000

116666.666016

133333.332031

149999.998047

166666.664062

183333.330078

199999.996094

25000.000000

120833.335938

216666.671875

312500.007812

408333.343750

504166.679688

介護納付金

後期高齢者支援金

保険給付金

保険税収入額

35,007
1,369 25 4

74,908

38,506

81,702

43,486

91,406

539,984 532,601 540,291

132,809
131,525

142,056

★ ★ ★

25年度
4

44,736

95,088

558,076

143,787

★

26年度
4

42,954

95,208

552,832

149,013

★
介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収納額

保険給付費

老人保健拠出金

25000

35000

45000

55000

65000

75000

85000

40000.000000

73333.332031

106666.664062

139999.996094

173333.328125

206666.660156

239999.992188

後期高齢者医療費の状況

医療機関で
支 払 う
窓 口 負 担

高 齢 者 の
保 険 料
約１割

現役世代の保険料
約４割

公　　費　（税　金）　　　約５割

現在の後期高齢者医療制度では、高齢者の方々にかかった医療費の一部を医療機関の窓口で負担していただき、
それ以外の費用については、上図の割合で負担しています。

後期高齢者医療費の負担のしくみ

１ 割
または
３ 割

阿南市における最近の後期高齢者医療費等の推移

平成26年度

後期高齢者医療
の概況

平成26年度

国民健康保険事業
特別会計
決算概況

歳入 歳出

①国が支出する負担金や交付金
②医療保険者間の前期高齢者（65歳以上75歳未満）の偏在による不均
衡を是正するため、前期高齢者加入率が全保険者平均を上回るときに
交付される交付金

③納めていただいた国保税
④県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について
費用負担を調整するための交付金

⑤退職者医療制度対象者の医療費等を賄う交付金
⑥一般会計および国民健康保険財政調整基金からの繰入金
⑦県からの支出金　
⑧第三者納付金、人間ドック実費徴収金など

⑨主に医療費等の支払いに充てる費用
⑩県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について
費用負担を調整するための拠出金

⑪後期高齢者医療制度運営のための支援金
⑫介護保険の運営のための納付金
⑬事務費など
⑭人間ドック助成費、特定健診に係る費用など

※四捨五入の関係で統計が100％ならない場合があります。	 	
	 	 	

①
国庫支出金

21億2,163万円
（25.6%）

⑨
保険給付費

55億2,832万円
 （66.7%）

⑩
共同事業拠出金
11億1,459万円

（13.4%）

⑪  後期高齢者支援金等
9億5,209万円（11.5%）

②
前期高齢者交付金
18億9,274万円

 （22.8%）

③
国民健康保険税
14億9,013万円

 （18.0%）

④  
共同事業交付金
10億9,009万円

 （13.1%）

⑤  療養給付費等交付金
6億750万円（7.3%）

⑭  その他　1億7,004万円（2.1％）⑧ その他　2,794万円（0.3％） ⑬  総務費　9,732万円（1.2％）

⑫  介護納付金
4億2,955万円（5.2％）

⑦  県支出金　
4億831万円（4.9％）
⑥  繰入金　
6億5,357万円（7.9％）

合　計
82億9,191万円
（100％）

合　計
82億9,191万円
（100％）

（※四捨五入等の関係で端数調整しています。）

問い合わせは　
保険年金課
（☎22−1118）へ

定員 受診者
日帰り人間ドック 360人 350人
脳ドック 110人 110人

対象者 受診者および実施者
特定健康診査 14,252人 4,416人
特定保健指導 515人 336人
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